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ライトレール社長 阿 部 等

一部写真協力：新潟市、横浜の公共交通活性化をめざす会

地域にふさわしい交通の在り方を専

門家と行政、交通事業者、地域の団

体、一般市民などがともに考える「人

と環境にやさしい交通をめざす全国大

会ｉｎ新潟」が３月16、17日に新潟市

内で開かれ、新潟県外も含め約250人

を超す参加者を集めた。人口81万人、

日本海側唯一の政令指定都市の新潟は

都市間の広域交通をＪＲ上越新幹線や

北陸・日本海東北自動車道が受け持

ち、市内の公共交通もＪＲ信越、越

後、白新の各線や路線バス網で比較的

便利だが、市民の日常的な移動手段の

７割は自動車（マイカー）で、都心部

の空洞化が進んだり、自動車を運転し

ない高齢者が買い物や病院への通院に

困るといった問題点が表面化してい

る。全国大会は、ＬＲＴ（次世代型路

面電車）やＢＲＴ（バス高速輸送シス

テム）などの新しい手段も含めて紹介

し、交通のことを市民それぞれに考え

てもらうのが目的だ。大会での発表内

容から、地方都市のモデルとして新潟

市の交通を考えるとともに、初回から

大会を支えてきた交通コンサルタント

企業・ライトレールの阿部等社長に交

通まちづくりの近況を寄稿してもらっ

た。 （上里 夏生記者）

寄

稿

こ
の
大
会
の
準
備
・
運
営
に

第
１
回
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
者

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で

交
通
に
関
わ
る
本
紙
読
者
に
、

そ
の
歴
史
や
舞
台
裏
の
一
端
を

ご
紹
介
す
る
。◇

こ
の
大
会
は
今
回
で
第
６
回

と
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
２
回
開
催
さ
れ

た
。
市
民
、
学
識
経
験
者
、
行

政
、
企
業
関
係
者
な
ど
多
様
な

立
場
の
人
々
が
一
堂
に
会
し
、

交
通
に
関
す
る
意
見
や
情
報
を

交
換
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

毎
回
、
地
元
や
全
国
か
ら
数

百
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ま

た
論
集
（
論
文
集
）
に
は
数
十

莨莨莨莨莨莨莨莨

莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨 莨莨莨莨莨莨莨莨

莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨
莨

も
の
投
稿
が
あ
る
。
懇
親
会
も

盛
況
で
、
毎
回
１
０
０
人
前
後

の
会
場
が
満
員
と
な
り
、
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
ま
た
新
た

な
出
会
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。

第
１
回
の
宇
都
宮
で
は
懇
親
会

の
参
加
希
望
者
が
あ
ふ
れ
、
地

元
の
多
く
の
方
が
参
加
で
き
な

く
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

準
備
・
運
営
は
、
交
通
の
改

善
を
目
指
す
地
元
の
市
民
団
体

や
大
学
と
、
首
都
圏
在
住
者
を

中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
約
30
人

か
ら
な
る
「
交
通
ま
ち
づ
く
り

の
広
場
」
と
い
う
会
が
協
力
し

て
行
っ
て
き
た
。
大
会
は
、
研

究
発
表
大
会
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

メ
ー
ン
と
し
、
他
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
翌
日
は

見
学
会
な
ど
を
実
施
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
研
究
発
表
大
会
で

は
、
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
交
通
に
関
す
る
各
地
の

取
り
組
み
、
研
究
、
提
言

な
ど
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

昨
年
２
月
の
水
戸
で
の
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
合
わ
せ

て
７
冊
の
各
百
数
十
㌻
の

立
派
な
論
集
が
残
っ
て
い
る
。

４
～
６
会
場
に
分
か
れ
た
発
表

で
は
、
学
会
に
も
負
け
な
い
熱

心
な
討
議
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
大
会
の
創
設
者
は
、
残

念
な
が
ら
昨
年
11
月
に
死
去
し

た
内
田
敬
之
氏
で
あ
る
。
内
田

氏
は
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
退
職

後
、
市
民
の
立
場
で
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
交
通
の
実
現
に
向

け
尽
力
し
た
。
「
都
市
部
に
は

次
世
代
型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ

Ｔ
）
を
、
中
山
間
地
や
島
し
ょ

部
に
は
低
速
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
を
」
と
唱
え
、
多
く
の
人

を
巻
き
込
み
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー

や
研
究
会
を
展
開
し
、
こ
の
大

会
は
そ
れ
が
結
晶
し
た
も
の

だ
。内

田
氏
は
生
前
、
「
自
分
は

能
力
が
な
い
か
ら
、
能
力
の
あ

る
人
同
士
を
結
び
付
け
る
」
と

謙
遜
し
て
話
し
て
い
た
。
こ
の

大
会
は
そ
ん
な
内
田
氏
の
力
で

こ
れ
だ
け
続
い
て
き
た
し
、
そ

の
遺
志
を
受
け
て
続
け
て
い
き

た
い
。

◇

そ
も
そ
も
、
ど
う
し
て
驚
く

ほ
ど
多
く
の
人
々
が
こ
の
大
会

に
関
心
を
寄
せ
、
準
備
に
い
そ

し
み
、
論
文
を
投
稿
し
、
参
加

す
る
の
だ
ろ
う
か
。

環
境
問
題
、
高
齢
化
、
渋

滞
、
安
全
、
中
心
市
街
地
活
性

化
な
ど
な
ど
、
交
通
に
関
わ
る

問
題
は
多
々
あ
る
。
多
く
の
市

民
が
そ
の
解
決
を
望
み
、
多
く

の
関
係
者
が
そ
の
声
に
応
え
る

べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。
し
か
し

現
実
は
、
「
自
動
車
に
過
度
に

依
存
し
た
交
通
体
系
や
生
活
様

式
か
ら
の
脱
却
」
は
遅
々
と
し

て
進
ま
ず
、
地
方
で
は
ク
ル
マ

な
し
で
の
生
活
は
成
り
立
た

ず
、
大
都
市
で
は
満
員
電
車
も

渋
滞
も
解
消
の
め
ど
も
な
い
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス

テ
ム
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
の
実
現
や
普

及
も
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
交

通
の
改
善
を
望
む
多
く
の
者
が

期
待
を
寄
せ
た
交
通
基
本
法
案

は
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
後
、
国

会
で
廃
案
と
な
っ

た
。こ

の
大
会
に
集

ま
る
多
く
の
人
た

ち
は
、
そ
う
い
っ

た
現
実
の
打
破
を

望
み
、
ま
た
自
ら

で
き
る
こ
と
を
し

よ
う
と
い
う
前
向

き
の
意
思
を
持
っ

て
い
る
。
本
紙
読

者
の
大
勢
を
占
め

る
交
通
に
関
す
る

プ
ロ
で
あ
る
事
業

者
、
関
係
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
対
す
る

強
い
応
援
団
だ
。

こ
の
大
会
が
ま
す
ま
す
盛
ん

と
な
り
、
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
交
通
を
実
現
す
る
一
助
と
な

る
よ
う
、
関
係
者
一
同
さ
ら
に

人と環境にやさしい交通をめざす全国大会

回

１

２

３

４

５

６

人と環境にやさしい交通をめざす市民フォーラム

開催地

東京

水戸

開催地

宇都宮

京都

横浜

東京

岡山

新潟

開催日

2005年６月25日

2007年９月22日

2008年12月６日

2009年12月５日

2010年11月27日

2013年３月16日

開催日

2010年９月４日

2012年２月11日

参加者数

450

480

510

580

600

250

参加者数

200

300

投稿数

75

63

84

79

51

57

投稿数

なし

55

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
を
飾
っ
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
イ
メ
ー
ジ
。
新
潟
市
中
心
部
に
あ
っ
て

信
濃
川
河
口
を
渡
る
万
代
橋
の
通
行
シ
ー
ン
で
、
写
真
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
合
成
し
た
。
連
接

バ
ス
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
道
路
中
央
部
を
走
り
、
専
用
車
線
は
一
般
車
線
と
色
分
け
さ
れ
る
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大会２日目は、気動車やＬＲＶ（ライト･レール･ビー
クル＝超低床路面電車）を製造する新潟トランシスの
工場やＪＲ新潟駅周辺で進む連続立体交差事業を視察
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大会は地元で活動する「新潟の新公共

交通をつくる市民の会」などを中心と

する実行委員会が主催し、国土交通省

と新潟県、新潟市、新潟商工会議所、

ＪＲ東日本新潟支社、新潟交通などが

後援した。関西大学経済学部の宇都宮

浄人教授がコーディネーターを務めた

パネルディスカッションでは、交通先

進都市の京都、金沢、富山３市がそれ

ぞれの施策を紹介した。
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基調講演
基調講演者は都市計画に詳しい京都大学

大学院工学研究科の土井勉特定教授。「人

々を元気にする交通政策とまちづく

りの戦略」のタイトルで、大要次の

通り語った。

現在、多くの都市で公共交通は

轟負のスパイラル麹に陥っている。

負のスパイラルとは、公共交通利用

者の減少が運転本数削減など輸送サ

ービスの低下を招き、やがては路線

そのものが廃止されること。現在の

公共交通は評価指標が黒字か赤字かの業績しかなく、交

通があることで地域が便利になるといった存在自体は評

価されない。現代の都市は、移動手段がなくなると買い

物などがたちまち不便になり、人々が孤独に陥る。交通

は利用が目的でなくあくまで手段のはずで、健康や交流

にプラスの効果を与える機能を考えれば、鉄道やバスに

自治体が支援する根拠ともなるはずだ。
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ＪＲ新潟駅前のバスターミナル。新潟市は新潟駅｜古町間に交通軸が集中
しており、遠来の観光客はどのバスに乗車すればいいのか戸惑うケースも

過
度
の
自
動
車
依
存
を
反
省

ＢＲＴ14年度末運行開始めざす

新
潟
市
の
交
通
ま
ち
づ
く
り

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
健
幸
（
け

ん
こ
う
）
都
市
」
。
同
市
と
同

じ
新
潟
県
内
の
三
条
、
見
附
、

妙
高
３
市
が
共
通
の
目
標
と
す

る
健
幸
の
造
語
に
は
、
「
身
体

面
の
健
康
ば
か
り
で
な
く
、
人

々
が
日
々
の
生
活
に
生
き
が
い

を
感
じ
、
安
心
し
て
豊
か
な
生

活
を
送
る
」
の
狙
い
が
込
め
ら

れ
る
。
英
語
で
健
康
を
表
す
ウ

エ
ル
ネ
ス
は
、
「
生
活
全
体
を

積
極
的
・
創
造
的
な
も
の
と
し

て
、
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る

活
動
」
の
意
味
を
持
つ
が
、
そ

れ
を
日
本
語
に
置
き
換
え
た
の

が
健
幸
だ
。
そ
し
て
健
幸
都
市

の
具
体
策
が
「
外
出
し
や
す

く
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
」
で
、
交
通
は
重
要
な
役
割

を
受
け
持
つ
。

新
潟
市
の
交
通
の
課
題
を
示

す
の
が
、
手
段
別
の
分
担
率
。

25
年
前
の
１
９
８
８
年
（
昭
和

63
年
）
に
自
動
車
（
マ
イ
カ

ー
）
52
％
、
バ
ス
４
・
６
％
、

鉄
道
３
・
３
％
、
二
輪
車
17

％
、
徒
歩
23
・
１
％
だ
っ
た
シ

ェ
ア
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成

23
年
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
69
・
３

％
、
２
・
８
％
、
２
・
６
％
、

９
・
８
％
、
15
・
４
％
と
な

り
、
自
動
車
が
17
根
以
上
上
昇

し
た
一
方
で
、
他
の
手
段
は
軒

並
み
ダ
ウ
ン
し
た
。
特
に
バ
ス

利
用
者
は
最
近
20
年
間
で
３
分

の
１
に
減
少
し
、
新
潟
市
内
で

も
バ
ス
路
線
の
休
廃
止
や
減
便

が
相
次
い
で
い
る
。

こ
う
し
た
過
度
の
自
動
車
依

存
を
反
省
し
た
新
潟
市
は
昨

年
、
公
共
交
通
や
自
転
車
、
徒

歩
で
快
適
に
移
動
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
基
本
条
例
を

制
定
。
本
格
的
な
交
通
ま
ち
づ

く
り
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。Ｌ

Ｒ
Ｔ
も
視
野
に

交
通
ま
ち
づ
く
り
は
、
①
地

域
の
生
活
交
通
強
化
②
都
心
ア

ク
セ
ス
の
充
実
③
都
心
部
の
移

動
円
滑
化

■
が
３
本
柱
。
生

活
交
通
強
化
で
は
バ
ス
路
線
を

充
実
さ
せ
、
鉄
道
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
確
保
す
る
。
都
心
ア
ク

セ
ス
は
鉄
道
の
利
便
性
向
上
が

中
心
で
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
鉄
道

に
乗
り
換
え
て
都
心
部
に
向
か

う
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
も
推
進
す

る
。
市
内
中
心
部
の
移
動
円
滑

化
で
は
、
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
や
繁
華

街
の
古
町
、
新
潟
市
役
所
、
市

民
病
院
な
ど
を
ル
ー
プ
状
に
結

ぶ
基
幹
バ
ス
「
り
ゅ
ー
と
リ
ン

ク
」
を
運
行
。
新
潟
駅
と
古
町

間
の
１
０
０
円
バ
ス
も
好
評

だ
。新

潟
市
は
新
し
い
交
通
手
段

と
し
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
、
モ

ノ
レ
ー
ル
な
ど
を
比
較
検
討
し

た
が
、
鉄
軌
道
系
の
交
通
機
関

は
多
額
の
整
備
費
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
早
期
開
業
は
難
し

い
と
判
断
。
部
外
有
識
者
に
よ

る
検
討
委
員
会
は
２
０
１
１
年

５
月
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
を
将
来
構

想
に
残
し
た
上
で
、
当
面
は
Ｂ

Ｒ
Ｔ
を
整
備
す
べ
き
と
の
提
言

を
公
表
し
た
。
市
も
２
０
１
４

年
度
末
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
を
開

始
す
る
方
針
を
決
定
し
現
在
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
固
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
路
線
は
Ｊ
Ｒ

新
潟
駅
か
ら
北
方
向
の
古
町
や

新
潟
市
役
所
方
面
を
第
１
期
、

南
側
の
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
や
鳥
屋
野
潟
公
園
方
面
を

第
２
期
と
段
階
を
踏
ん
で
整
備

す
る
。
バ
ス
は
乗
車
定
員
の
多

い
連
接
車
を
導
入
し
、
道
路
幅

が
広
い
新
潟
駅
―
古
町
間
な
ど

は
中
央
を
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
と

し
て
定
時
性
を
確
保
。
停
留
所

も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
よ
う
な
島
形
と

し
、
バ
ス
や
停
留
所
を
統
一
デ

ザ
イ
ン
で
ま
と
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を

新
し
い
新
潟
の
シ
ン
ボ
ル
化
し

て
い
く
意
向
だ
。

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
同

時
に
、
交
通
に
関
す
る
プ
ロ
の

皆
さ
ま
に
は
、
意
欲
と
勇
気
を

得
る
場
と
し
て
ご
活
用
願
い
た

い
。

◇
あ
べ
・
ひ
と
し

１
９

６
１
年
（
昭
和
36
年
）
生
ま

れ
。
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
修
士
修
了
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
を
経
て
、
２
０
０
５

年
（
平
成
17
年
）
に
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
を
設
立
。
国
内
外
の

公
共
交
通
活
性
化
や
鉄
道
に

関
す
る
調
査
業
務
を
多
数
受

託
。
日
本
大
学
交
通
シ
ス
テ

ム
工
学
科
の
非
常
勤
講
師
や

工
学
院
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
鉄
道
講
座
の
講
師
も
務

め
る
。
著
書
に
「
満
員
電
車

が
な
く
な
る
日
」
（
角
川
Ｓ

Ｓ
Ｃ
新
書
）
。
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